
広報みなみぼうそう　編集・発行 ●南房総市秘書広報課　　                  平成18年6月8日発行 

広 

報 

月号 

〒299-2492  

南房総市富浦町青木28番地 

TEL 0470-33-1002 

FAX 0470-20-45916 3 人口の動き 
総人口 
45,604人 

世帯数 
16,864世帯 

男 
21,828人 

女 
23,776人 

（平成18年6月1日現在） 

夏に向けて最盛期！ 夏に向けて最盛期！ 夏に向けて最盛期！ 「房州うちわ」 

出生 23人 死亡 66人 転入 106人 転出 85人 

「房州うちわ」 「房州うちわ」 「房州うちわ」 「房州うちわ」 「房州うちわ」 大空を泳ぐ！こいのぼり

ベトナム訪問団に房州うちわについて説明をする太田さん（富浦地区）

ベトナム地方調査団が市民団体間の交流と連携を目的に南房総市

へ、5月29日（月）から30日（火）まで訪問しました。

房州うちわの太田屋や各道の駅など市内施設を興味深く視察しま

した。
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こ
の
た
び
、
５
月
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
助
役
選
任
同
意
を
い
た
だ
き
５
月
16

日
付
を
も
っ
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
南

房
総
市
初
代
助
役
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
、
合
併
を
選
択
し
た
南
房
総
市

に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
運
営
と
旧
７
町
村
の
一
体
的
な

発
展
、
さ
ら
に
石
井
市
長
が
す
す
め
る

「
ふ
る
さ
と
南
房
総
市
に
生
ま
れ
、
暮
ら

し
て
み
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
市
長
の

補
佐
役
と
し
て
職
員
と
力
を
あ
わ
せ
て
精

励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
研
さ
ん
を
重
ね
な
が
ら
南
房
総
市
の

発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
会
な
ら
び
に

市
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 助　　役

上野　勝美

過
日
の
南
房
総
市
議
会
に
お
き
ま
し
て

収
入
役
選
任
同
意
を
い
た
だ
き
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
旧
富
山
町
長
と
し
て
７
町
村
の

合
併
と
い
う
大
事
業
に
参
画
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
新
生
南
房
総
市
の
運

営
に
た
ず
さ
わ
れ
る
こ
と
は
無
上
の
喜
び

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
経
済
情
勢
、

特
に
南
房
総
市
の
財
政
状
況
に
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
収
入
役
と
し
て
は
、

決
定
さ
れ
た
諸
施
策
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
行

で
き
る
よ
う
に
市
の
資
金
繰
り
を
考
え
る

こ
と
は
勿
論
、
新
市
発
展
と
飛
躍
の
た
め
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
全
力
を
傾
注
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
べ
ん
た
つ

を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

収 入 役

平野　喜男

合
併
後
、
初
の
議
会
と
な
る
臨
時
議
会

が
、
５
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
、
市
長
か
ら
所
信
表
明
が
あ
り
、

次
に
市
議
会
議
長
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
初
代
議
長
に
渡
邉
政
久
議
員
（
富
山

選
挙
区
）、
副
議
長
に
庄
司
眞
敏
議
員
（
和

田
選
挙
区
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
も
決
ま
り
、

議
会
も
本
格
始
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
専
決
処
分
の
承

認
や
助
役
、
収
入
役
の
選
任
な
ど
の
人
事

案
件
併
せ
て
33
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
ふ
る
さ
と
創
造
へ
の
第
一
歩
が

踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
は
地
方
分
権
の
進
展
や
厳
し
い
財

政
事
情
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
は
合
併
と
い
う
選
択
に
よ
っ

て
、
将
来
の
飛
躍
に
向
け
た
、
ま
さ
に
挑

戦
を
始
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
合
併
は
市

民
の
夢
の
実
現
、
そ
し
て
市
民
福
祉
向
上

の
た
め
の
ひ
と
つ
の
一
里
塚
で
あ
り
、今
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
次
代
を

初登壇する石井市長

担
う
子
供
た
ち
に
受
け
継
が
れ
る
新
生
南

房
総
市
の
未
来
を
切
り
開
き
、
こ
の
ふ
る

さ
と
に
生
ま
れ
、
暮
ら
し
て
み
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
行
政
、
議
会
、
市
民
が
一
丸
と
な

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
く
こ
と
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

合
併
に
際
し
大
変
な
ご
尽
力
を
重
ね
て

こ
ら
れ
た
旧
７
町
村
の
町
村
長
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
へ
深
く

敬
意
を
表
し
、
新
市
に
寄
せ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
と
、大
き
な
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

改
め
て
そ
の
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
を
強

く
受
け
と
め
、
力
の
限
り
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

就就
任任
ああ
いい
ささ
つつ
　　
　　
（
敬
称
略
）



就就
任任
ああ
いい
ささ
つつ
　　
（
敬
称
略
）

教
育
委
員
紹
介
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大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
学
校
児
童
殺
傷

事
件
（
平
成
13
年
）
以
来
、
類
似
の
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

ぜ
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
人
々
の

生
活
様
式
や
生
活
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
が
原
因
で
す
。
つ
ま
り
現
代
社
会
は
、

テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
マ
ン
ガ
・
携
帯
電
話
メ

ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
仮
想
現
実

の
世
界
に
浸つ

か
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

そ
の
対
応
策
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢

や
目
標
を
持
た
せ
、
学
校
・
家
庭
・
社
会
が

融
合
し
つ
つ
、
自
然
体
験
・
社
会
体
験
を
多

く
取
り
入
れ
た
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
大
切
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
文
芸
は
表

現
活
動
」
い
ず
れ
も
内
省
を
深
め
、
そ
の
克

服
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
品
格
の
あ
る
思
い

や
り
の
あ
る
人
間
形
成
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
「
隗か

い

よ
り
始
め
よ
」
の
こ
と
わ
ざ
通
り
、

人
間
性
回
復
、
教
育
・
文
化
の
復
興
の
「
教

育
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
希
求
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

教 育 長

青木　嘉男

委員長

小林　安生
委員長職務代理者

鎌田　　茂

委　員

小幡　啓子

委　員

畠山　久美子

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員
紹
介

（
任
　
期
）

平
成
18
年
５
月
９
日
〜
平
成
22
年
５
月
８
日

委員長

溝口　　清
委員長代理

闍橋　龍渉

委　員

井野昭一郎
委　員

黒川　忠行

（
敬
称
略
）

補
充
員

佐
久
間
　
肇

渡
邊
　
七
郎

白
川
　
正
一

菅
沼
　
弘
夫

監
査
委
員
紹
介

（任　期）
平成18年5月16日～
平成22年5月15日

高田　　誠
（
敬
称
略
）

（任　期）
平成18年5月16日～
平成22年4月22日

鈴木　孝雄

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
紹
介

委員長

込山　哲夫
委　員

小澤　明義
委　員

小熊　秀雄

固
定
資
産
評
価
員
に
、
上
野
勝
美
助
役
が
選

任
さ
れ
ま
し
た

（敬称略）

（
任
　
期
）

平
成
18
年
５
月
16
日
〜
平
成
21
年
５
月
15
日
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くく
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総総
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にに
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こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
初
代

南
房
総
市
議
会
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
地
域
の
将
来
を
託
さ
れ
誕
生
し
た
南
房
総
市

で
あ
り
ま
す
が
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
住
む
こ
の
南
房
総
に
は
、

内
房
や
外
房
の
海
岸
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
自
然

が
溢
れ
る
地
域
で
あ
り
、
そ
の
中
で
多
様
な
産
業
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
を

生
か
し
な
が
ら
、
業
種
を
超
え
た
連
携
を
は
じ
め
と
し

て
、
新
た
な
視
点
で
の
地
域
の
活
性
化
な
ど
も
必
要
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

南
房
総
市
の
将
来
の
た
め
、
私
た
ち
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
は
、一
層
大
局
的
か
つ
長
期
的
な
見
地
か
ら
、

そ
の
方
向
を
正
し
く
示
し
、
南
房
総
市
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
と
潤

副
議
長
　
　
　
庄
司
　
眞
敏

総
務
委
員
会

委
員
長
　
　
羽
山
　
　
誠

副
委
員
長
　
吉
田
　
弥
一

委
　
員
　
　
安
田
ま
ち
子

〃
　
　
　
闍
木
　
一
康

〃
　
　
　
羽
山
　
和
夫

〃
　
　
　
三
平
　
隆
之

〃
　
　
　
辻
　
　
貞
夫

〃
　
　
　
寺
澤
　
利
郎

〃
　
　
　
渡
邉
　
政
久

福
祉
委
員
会

委
員
長
　
　
木
曽
　
貴
夫

副
委
員
長
　
栗
原
　
保
博

委
　
員
　
　
折
原
　
信
夫

〃
　
　
　
鈴
木
　
孝
雄

〃
　
　
　
青
木
　
正
孝

〃
　
　
　
川
上
　
　
清

〃
　
　
　
青
木
　
建
二

〃
　
　
　
石
井
　
久
隆

産
業
委
員
会

委
員
長
　
　
川
名
　
晴
作

副
委
員
長
　
金
井
　
三
郎

委
　
員
　
　
真
木
　
利
幸

〃
　
　
　
庄
司
　
眞
敏

〃
　
　
　
小
澤
　
公
雄

〃
　
　
　
牧
野
　
幸
司

〃
　
　
　
飯
田
　
彰
一

〃
　
　
　
鈴
木
　
直
一

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
青
木
　
正
孝

副
委
員
長
　
闍
木
　
一
康

委
　
員
　
　
木
曽
　
貴
夫

〃
　
　
　
羽
山
　
　
誠

〃
　
　
　
川
名
　
晴
作

〃
　
　
　
金
井
　
三
郎

〃
　
　
　
栗
原
　
保
博

南
房
総
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
三
平
　
隆
之

副
委
員
長
　
羽
山
　
和
夫

委
　
員
　
　
木
曽
　
貴
夫

〃
　
　
　
青
木
　
正
孝

〃
　
　
　
羽
山
　
　
誠

〃
　
　
　
吉
田
　
弥
一

〃
　
　
　
牧
野
　
幸
司

〃
　
　
　
金
井
　
三
郎

〃
　
　
　
渡
邉
　
政
久

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
鈴
木
　
孝
雄

副
委
員
長
　
辻
　
　
貞
夫

委
　
員
　
　
飯
田
　
彰
一

〃
　
　
　
石
井
　
久
隆

〃
　
　
　
鈴
木
　
直
一

〃
　
　
　
寺
澤
　
利
郎

議会議長

渡　　政久

市市
議議
会会

本本
格格
始始
動動
〜
議
会
構
成
決
ま
る
〜

議場内の様子

（
敬
称
略
）

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
誠
心
誠
意
、
努
力
す
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
べ
ん
た
つ

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。



2006年 6 月号 5

合
併
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

が
５
月
３
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
選
挙

に
よ
る
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
市
域
を
４
つ
に

区
切
り
、
選
挙
区
制
を
導
入
し
て
の
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
選
挙
区
富
山
（
５
人
）
に
お
い

て
は
選
挙
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。
投

票
率
は
、
78
・
10
％
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
選
挙
区
は
無
投
票
で
し
た
。

ま
た
、
推
薦
委
員
も
選
任
さ
れ
、
と

も
に
任
期
は
、
平
成
21
年
５
月
２
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

５
月
23
日
（
火
）
に
初
総
会
が
市
役

所
で
開
か
れ
、
会
長
、
農
政
部
会
長
、

内
房
・
外
房
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
部
会

長
な
ど
の
役
職
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
一
選
挙
区
（
富
浦
・
三
芳
）

第
二
選
挙
区
（
富
山
）

第
三
選
挙
区
（
白
浜
・
千
倉
）

柴
山
　
　
節
碼

富
　
浦
　

会
長
職
務
代
理
者

穗
積
　
一
男
磅

富
　
浦

川
嵜
　
　
堯
碵

闍
梨
　
眞
一
碾

内
房
地
区

農
地
部
会
長

能
重
錦
一
郎
磅

三
堀
　
哲
生
碣

渡
邉
　
公
明
碾

山
田
　
　
勳
磊

富
　
浦

内
房
地
区

農
地
部
会
長
代
理

岡
闢

守
良
磔

三
　
芳

加
藤
　
義
明
碵

三
　
芳

小
島
　
修
已
碪

三
　
芳

農
政
部
会
長
代
理

庄
司
重
太
郎
磆

三
　
芳

宇
山
　
久
男
碾

白
　
浜

外
房
地
区

農
地
部
会
長

鈴
木
　
重
和
磊

白
　
浜

闍
木
　
幸
直
礒

白
　
浜

外
房
地
区

農
地
部
会
長
代
理

川
名
　
紀
夫
磋

千
　
倉

込
山
　
　
巖
磑

千
　
倉

坂
本
　
文
　
磧

千
　
倉

山
根
　
　
勇
磑

千
　
倉

農
業
委
員
会
委
員
紹
介
（
敬
称
略
・
地
区
別
・
五
十
音
順
）
年
齢
は
６
月
８
日
現
在

農業委員会初総会の様子
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第
四
選
挙
区
（
丸
山
・
和
田
）

三
浦
　
俊
雄
碚

和
　
田

野
中
　
　
博
磅

和
　
田

小
泉
　
義
宣
磑

和
　
田

山
口
　
英
夫
磑

丸
　
山

鈴
木
　
義
宗
磋

丸
　
山

会
長黒

川
　
幸
彦
礙

丸
　
山

尾
形
　
慶
一
磋

丸
　
山

遠
藤
　
政
和
磊

丸
　
山

農
協
推
薦

共
済
推
薦

農
政
部
会
長

三
浦
　
　
驪
磴

和
　
田

土
地
改
良
区
推
薦

石
井
　
吉
夫
礒

千
　
倉

議
会
推
薦

小
澤
　
公
雄
磔

富
　
山

議
会
推
薦

議
会
推
薦

小
宮
　
喜
秋
磋

三
　
芳

津
嶋
　
好
明
磆

丸
　
山

議
会
推
薦

渡
辺
　
愼
一
碪

千
　
倉

野
宮
　
紀
昭
碾

丸
　
山

生
活
環
境
部
長

加
藤
　
文
男
（
商
工
観
光
部
長
）

企
画
部
長

近
田
　
秀
樹
（
生
活
環
境
部
長
）

商
工
観
光
部
長

小
宮
　
貞
夫
（
丸
山
支
所
長
）

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
千
倉
図
書
館
長

渡
辺
　
闍
享
（
千
倉
支
所
長
）

千
倉
支
所
長

鈴
木
　
竹
男
（
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
長
）

丸
山
支
所
長

青
木
　
加
津
夫

（
丸
山
支
所
　
参
事
兼
地
域
総
務
課
長
）

丸
山
支
所
　
参
事
兼
地
域
総
務
課
長

岩
浪
　
治
男
（
丸
山
支
所
　
地
域
事
業
課
長
）

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
長

本
田
　
英
人

（
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
千
倉
図
書
館
長
）

丸
山
支
所
　
地
域
事
業
課
長

山
口
　
幸
弘

（
商
工
観
光
部
　
商
工
観
光
課
主
幹
兼
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
管
理
調
整
係
長
）

商
工
観
光
部
　
商
工
観
光
課
主
幹
兼
商
工
観
光

課
長
補
佐
兼
管
理
調
整
係
長

宇
治
原
　
洋
一

（
白
浜
支
所
　
地
域
事
業
課
主
幹
兼
地
域
事
業
課

長
補
佐
兼
農
林
水
産
係
長
）

千
倉
支
所
　
地
域
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
振
興

係
長小

野
　
み
さ
子

（
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
長
補
佐

石
井
　
克
己

（
千
倉
支
所
　
地
域
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
振
興

係
長
）

白
浜
支
所
　
地
域
事
業
課
長
補
佐
兼
農
林
水
産

係
長宮

田
　
勝
巳

（
農
林
水
産
部
　
農
林
振
興
課
副
主
幹
兼
管
理
調

整
係
長
）

農
林
水
産
部
　
農
林
振
興
課
長
補
佐
兼
管
理
調

整
係
長

内
藤
　
一
浩

（
農
林
水
産
部
　
農
林
振
興
課
長
補
佐
）

新
規
採
用
者
　
保
健
福
祉
部
富
山
国
保
病
院

安
西
　
敦
子

安
田
　
智
恵

職
員
の
人
事
異
動

六
月
一
日
付
（
敬
称
略
）（

）
内
は
異
動
前

南
房
総
市
誕
生
か
ら
教
育
長
を
務
め

て
き
た
佐
々
木
顴
壽
氏
が
５
月
16
日
付

で
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
に
あ
た
り
、「
こ
れ
か
ら
の
教
育

分
野
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
発
展

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
職
員
の
努
力
に

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

職
員
が
見
送
る
な
か
、
笑
顔
で
市
役
所

を
後
に
し
ま
し
た
。

佐佐
々々
木木
教教
育育
長長
退退
任任

花束を受け取る佐々木顴壽氏
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2006 夏期観光イベントカレンダー 7ページから10ページまでを取り外してお使い下さい 

 日　　　時 行　事　名 内　　　　　容 会　　場 問い合わせ先 
南房総市和田支所地域事業課 
TEL  ０４７０－４７－３１１２ 

とみうら枇杷倶楽部  
TEL  ０４７０－３３－４６１１ 

とみうら枇杷倶楽部  
TEL  ０４７０－３３－４６１１ 

大房岬少年自然の家  
TEL  ０４７０－３３－４５６１ 

大房岬少年自然の家  
TEL  ０４７０－３３－４５６１ 

大房岬少年自然の家  
TEL  ０４７０－３３－４５６１ 

NPOネイチャースクールわくわくWADA 
TEL  ０４７０－４７－２２２７ 
富浦観光案内所  
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 
きれいな千倉海岸を守る会 （千倉町商工会内） 
TEL  ０４７０－４４－１３３１ 
南房総市観光協会千倉支部 
TEL  ０４７０－４４－３５８１ 

南房総市観光協会千倉支部 
TEL  ０４７０－４４－３５８１ 

南房総市観光協会千倉支部 
TEL  ０４７０－４４－３５８１ 

南房総市観光協会岩井支部 
TEL  ０４７０－５７－２０８８ 

南房総市観光協会岩井支部 
TEL  ０４７０－５７－２０８８ 

南房総市観光協会岩井支部 
TEL  ０４７０－５７－２０８８ 

南房総市観光協会岩井支部 
TEL  ０４７０－５７－２０８８ 

南房総市教育委員会生涯学習課 
TEL  ０４７０－４６－２９６３ 

南房総市観光協会岩井支部 
TEL  ０４７０－５７－２０８８ 
富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 

富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 

富楽里とみやま 
TEL  ０４７０－５７－２６０１ 

富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 

富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 
富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 

富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 

富浦観光案内所 
TEL  ０４７０－３３－３６６０ 

道の駅「三芳村」鄙の里  
TEL  ０４７０－３６－４１１６ 

道の駅「三芳村」鄙の里  
TEL  ０４７０－３６－４１１６ 

道の駅「三芳村」鄙の里  
TEL  ０４７０－３６－４１１６ 
白浜町商工会青年部  
TEL  ０４７０－３８－４５１１ 

石堂寺  
TEL  ０４７０－４６－２２１８ 

南房総市黒潮サッカー 
フェスティバルin千倉 実行委員会 
TEL  ０４７０－４４－０１３６ 

ローズマリー公園  
TEL  ０４７０－４６－２８８２ 
ローズマリー公園  
TEL  ０４７０－４６－２８８２ 

ローズマリー公園  
TEL  ０４７０－４６－２８８２ 

ローズマリー公園  
TEL  ０４７０－４６－２８８２ 

ローズマリー公園  
TEL  ０４７０－４６－２８８２ 

前売所　とみうら枇杷倶楽部  
TEL  ０４７０－３３－４６１１ 

南房総市観光協会白浜観光案内所 
TEL  ０４７０－３８－４４１２ 

７月２２日（土）、２３日（日）、 
７月２９日（土）～８月１５日（火） 

第１０回ビーチハンドボール 
　　　 とみうらさざ波大会 

第１９回ミニバスとみうら 
さざなみ大会 

６月２０日（火）～８月３１日（木） 
※ただし捕鯨26頭終わり次第終了 

７月 ８ 日（土） 

７月 ８ 日（土） 

７月１５日（土）～７月１７日（月） 

７月１５日（土）～７月１７日（月） 

７月１６日（日） 

７月１６日（日） 

７月１６日（日）、１７日（月） 

７月２０日（木）、２１日（金） 

７月２９日（土）、３０日（日） 

７月２９日（土）～３１日（月） 

７月３０日（日） 

７月３０日（日） 

７月３０日（日） 

８月１日（火）、２日（水） 

８月５日（土）、６日（日） 

８月５日（土）、６日（日） 

８月１２日（土）、１３日（日） 

８月７日（月）～１２日（土） 

８月９日（水）～１９日（土） 

８月１８日（金）～２０日（日） 

８月５日（土） 

８月５日（土） 

８月５日（土） 

８月６日（日） 

８月６日（日） 

８月９日（水） 

８月１２日（土） 

８月１３日（日） 

８月１３日（日） 

８月１３日（日） 

８月１４日（月） 

８月１４日（月）予定 

８月１８日（金） 

８月１９日（土）～ 

８月１９日（土）～２１日（月） 

８月１日（火）、３日（木）、４日（金） 

８月２日（水）、６日（日）、７日（月） 

 
ウォッチング富浦 
～大房戦跡散歩～ 

 
無人島上陸！ 
ワンダーランド探検 

 
南房総市黒潮サッカー 
フェスティバルin千倉 

ウォークラリー　～夏バージョン～ 

鯨の解体見学 

ネイチャースクール　くじら学 

ちくらビーチクリーンキャンペーン 

スイカの無料配布 

第４２回南房総白浜海女まつり 

流しそうめん食べ放題 

観光地引網 

ザリガニつり 

熱気球体験 

砂の芸術 

宝探しイベント 

賀茂神社祭礼（三番叟、花踊） 

和泉流狂言公演　薪狂言 

シャカシャカアイス 

プラネタナイトシアター 

アイスクリーム作り体験 

第１８回富浦人形劇フェスティバル 

宝探しイベント 

岩井海岸花火大会 

ウォッチング富浦 

宝さがしイベント 

スイカの無料配布 

アジすくい 

サザエ壷焼き無料配布 

ボディビルコンテスト 

第１８回黒潮観光花火大会 

盆踊り大会・抽選会 

カラオケ大会 

白浜ふるさと納涼盆おどり大会 

石堂寺の観音様の縁日 

イモ掘り体験　開始 

宝探し大会 

スイカ割り大会 

参加費　無料　迫力満点の鯨の解体見学、日本で4カ所し 
かない捕鯨基地でツチ鯨の解体を見学できます。 

くじら解体見学　干物づくり　炭焼き体験 
【要予約】参加費１０，０００円～　先着２５人 
春と夏に関東地区と全国地区大会が行われます。年々参加 
チームも増加しレベルの高い試合が行われています。 
１０：００から　ベイエフエムのDJによるアトラクションや 
ビーチサッカーなど 

1人３００円　対象者は小学生以上 
幼稚園児以下は親子で1人とします。 
参加費：1回　１００円 
「田舎の夏」の遊びの定番です。 

魚、貝、山、トンネルなどご家族揃って好きな形をつ 
くりましょう。入賞すると景品がもらえます。 

受付開始　１２：３０ 
大会開始　１３：００ 
和泉流宗家和泉元彌を迎えての定期公演。夏ならではの野 
外でかがり火に照らされた幽玄な狂言の世界　有料 

１９：３０開始　スターマインや尺玉など２０００発の花火を 
海岸で間近に見られます。 
富浦クルージング・猪瀬～真夏の海の物語～ 
９：００　富浦漁港集合　参加費　無料 

参加費無料　１３：００～（子供の部） 
　　　　　　１４：３０～（大人の部） 

ちびっこから大人まで楽しめる人形劇の世界は、 
感動体験の宝庫。千秋楽の文楽も見逃せない！ 

９：００～１６：００まで護摩焚き 
旧尾形家住宅（国指定重要文化財）を開放します。 

星にまつわるお話をスライドショーで楽しみます。対象　先着２００人 
参加費用　200円　申込開始日　７月２２日（土） 

砂に埋められた番号札のカプセルと景品を交換いた 
します　参加無料 

南房総市観光協会千倉支部によるスイカの無料配布 
１１：００から 

参加費　無料　９：００　とみうら元気倶楽部集合 
幕末から大平洋戦争にかけての戦争遺跡が点在
している大房岬を歩き、自然とともに戦争遺跡に
ついての話を聞くことができます。 

無人島の沖の島体探検を陸から、海から楽しみます。
さんごや色鮮やかな魚たちに出会えます。 
対　　象　小学生含む家族40人 
参加費用　６，０００円　申込開始日　６月１７日（土）～ 

１０：００～　１３：００～　料金　1人５００円 
先着２０人（要予約）　ブラウンスイスのミルクを
使って自分でシャカシャカしながら作ったできた
てアイスクリームをご賞味ください。 

１日目は１１人制のサッカー 
２日目は５人制のサンドサッカー 
３日目は５人制のフットサル 
小学生が熱戦を繰り広げます。 

参加費　200円　定　員　200人 

時　間　１８：００～２１：１５　 

会場は海岸内を日ごとに移動します。　参加費　無料 

フライト早朝・夕方　当日受付　参加費　１，０００円 

１３：００～　参加費無料 

１４：００～ 

1人　５００円 

１３：００～　参加費無料 

南房総市観光協会千倉支部によるスイカの無料配布　１３：００～ 

１０：００～　参加費無料 

１１：００～　参加費無料　配布数350個 

１０：００～ 

１９：００～　２，５００発 

１８：００開始　参加費３００円 

１８：００開始　参加費１，５００円 

１９：００開始　参加費無料 

２株　５００円 

全国レベルのチームが集まるミニバスケットボール大会 

和田漁港筥 

大房岬笨 

原岡海岸笘 

南千倉海水浴場監視所前筍 

大房岬少年自然の家笨 

大房岬少年自然の家笨 

岩井海岸笊 

岩井海岸笊 

岩井海岸笊 

岩井海岸笊 

大房岬ほか笨 

富楽里とみやま筴 

多田良北浜海岸笙 

豊岡海岸笳 

原岡海岸笘 

原岡海岸笘 

千倉漁港笋 

ちくらサンバフェスタ実行委員会 
TEL  ０４７０－２３－７５４１ 

真夏のサンバフェスタ　イン 
ちくら　2006

８月５日（土）予定 １７：００開場　入場料　１，０００円 千倉漁港特設会場笋 

丸山交流・体験センター筵 

野島崎公園前ロータリー広場筐 

豊岡海岸笳 

賀茂神社筅 

シェイクスピアカントリーパーク筵 

岩井海岸笊 
1日、３日久枝、４日高崎 

南無谷海岸笆 

道の駅「三芳村」鄙の里笶 

道の駅「三芳村」鄙の里笶 

道の駅「三芳村」鄙の里笶 

石堂寺筌 

ローズマリー公園筵 

ローズマリー公園筵 

ローズマリー公園筵 

南千倉海水浴場筍から瀬戸 
浜海水浴場笄まで 

野島崎公園前ロータリー 
広場筐 

瀬戸浜海岸笄 
南千倉海水浴場監視所前筍 

富浦体育館笞 
（南房総市役所前） 

南房総市千倉総合 
運動公園筺 
千倉海岸筍 
　　　　　　ほか 

和田町内全域 

集合場所 

とみうら元気倶楽部笵 

とみうら元気倶楽部笵 



410

127

128

410

410

127

千倉千倉 

千歳千歳 

南三原南三原 

和田浦和田浦 

九重九重 

館山 

那古船形那古船形 那古船形 

富浦富浦 

岩井岩井 富山富山 

岩井海水浴場 

富楽里とみやま富楽里とみやま 

とみうら枇杷倶楽部 

とみうら元気倶楽部 

白浜野島崎白浜野島崎 

ちくら・潮風王国潮風王国 

白浜野島崎 

ちくら・潮風王国 

おおつの里おおつの里 
花倶楽部花倶楽部 

鄙の里鄙の里 

ロ－ズマリ－公園公園 
シェイクスピアカントリーパーク 
丸山交流体験丸山交流体験センター 

富
津
館
山
道
路

富
津
館
山
道
路 

富山支所 

三芳支所 
富浦I.C.

鋸南富山I.C.

1

2
3

6
5
4

千倉支所 

伊予ヶ岳伊予ヶ岳 

丸山支所 

和田支所 

花の公園広場公園広場 
「花夢花夢花夢花夢」 

和田浦海水浴場 

和田浦漁港 

自然自然の宿「くすの木」 自然の宿「くすの木」 

賀茂神社賀茂神社 

南房総市南房総市 
千倉総合運動公園千倉総合運動公園 

高塚山高塚山 

7

千倉漁港 

根本マリンキャンプ場 
根本海水浴場 

野島埼灯台 
名倉海水浴場 

白浜支所 

塩浦海水浴場 

南千倉海水浴場 

瀬戸浜海水浴場 

花園海水浴場 

大日山大日山 

富浦 

岩井 富山 

富楽里とみやま 

おおつの里 
花倶楽部 

鄙の里 

富
津
館
山
道
路 

伊予ヶ岳 

大日山 

御殿山御殿山 御殿山 

経塚山経塚山 

石堂寺石堂寺 

鳥場山鳥場山 

愛宕山愛宕山 

千倉 

千歳 

南三原 

和田浦 

九重 

ロ－ズマリ－公園 
シェイクスピアカントリーパーク 
丸山交流体験センター 

花の公園広場 
「花夢花夢」 

賀茂神社 

南房総市 
千倉総合運動公園 

高塚山 

経塚山 

石堂寺 

鳥場山 

愛宕山 

8
9

10

11

13

12

15

14

18

16

19

南無谷海水浴場 

大房岬 

豊岡海水浴場 
原岡海水浴場 

多田良北浜海水浴場 

南房総市役所 

17

8 2006年 6 月号

期　間 7月15日～17日
場　所　和田町内全域
日本で４カ所しかない捕鯨基地で、
ツチ鯨の解体を見学できます。そ
の他に干物づくり・炭焼きなどを
通して南房総の自然を体験。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
く
じ
ら
学

熱
気
球
体
験

ア
ジ
す
く
い

期　間　7月22日～8月22日
環境省の「快水浴場百選」に選ばれた優良ビーチ。
白い砂浜と青い松の海岸線が美しい。シャワー・ト
イレ・公園などの設備も充実しています。

和
田
浦
海
水
浴
場

期　間　8月13日、14日
場　所 道の駅「三芳村」鄙の里笶
盆踊り大会・抽選会
１人300円　豪華景品が当たります。
カラオケ大会　１人1,500円　飛び入りも受付けます。

盆
踊
り
大
会
・
抽
選
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会

里笶

です。
児以下

期
　
間
　
７
月
30
日

時
　
間
　
早
朝
、
夕
方

場
　
所
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
筵

参
加
費

１
人
　
１
０
０
０
円

フ
ワ
リ
と
夏
の
空
を
浮
遊
体
験
し
ま
せ

ん
か
！

賀
茂
神
社
祭
礼

期
　
間
　
8
月
１
日
、
２
日

場
　
所

賀
茂
神
社
筅

10
歳
前
後
の
少
年
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る

三
番
叟
と
、
8
人
の
少
女
が
巫
女
姿
で
踊

る
花
踊
。
千
葉
県
指
定
無
形
文
化
財
。

第
18
回
黒
潮
観
光
花
火
大
会
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期　間　8月18日～20日
場　所　南房総市千倉総合運動公園筺、

千倉海岸筍、市立千倉中学校

南
房
総
市
黒
潮
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
千
倉

開設期間　7月22日～8月25日
バーベキューのできるキャンプ場。
美しく広大な砂浜でマリンリゾートを
満喫できます。

根
本
マ
リ
ン
キ
ャ
ン
プ
場

期　間　7月22日、23日
7月29日～8月15日

時　間　午前5時30分
場　所　岩井海岸笊
参加費　無料

観
光
地
引
網

期　間　7月20日、21日
場　所　野島埼公園前ロータリー広場筐
白い海女着を着込んだ海女さんたちが、
たいまつを片手に夜の海を泳ぎます。
花火大会や盆踊りも行われます。

第
42
回
南
房
総
白
浜
海
女
ま
つ
り

期　間　7月29日、30日
場　所　道の駅「三芳村」鄙の里
料　金　１人300円
そうめんつゆは手作り、自家製で
対象者は小学生以上で幼稚園児
は親子で1人とします。

流
し
そ
う
め
ん
食
べ
放
題

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

 
観
光
イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

　
観
光
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

　
観
光
マ
ッ
プ
 

南
房
総
市
 

　
観
光
マ
ッ
プ
 期

　
間
　
8
月
13
日

場
　
所
　
千
倉
漁
港
笋

時
　
間
　
午
後
７
時

岩
井
海
岸
花
火
大
会

期
　
間
　
8
月
5
日

場
　
所
　
岩
井
海
岸
笊

時
　
間
　
午
後
７
時
30
分

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
、
尺
玉
な
ど
２
０
０
０
発
の

花
火
を
海
岸
で
間
近
に
見
ら
れ
ま
す
。

期
　
間
　
8
月
9
日

場
　
所
　
多
田
良
北
浜
海
岸
笙

時
　
間
　
午
前
10
時

富
浦
海
岸
特
有
の
干
潮
時
に
で
き
る
「
澪
」（
潮
だ
ま

り
）
を
利
用
し
、
ア
ジ
を
放
流
し
、
タ
モ
網
で
豪
快
に

す
く
い
取
る
そ
の
名
の
と
お
り
ア
ジ
す
く
い
で
す
。

問い合わせ
商工観光課 0470（33）1091

http://visit.city.minamiboso.chiba.jp/mobile/

携帯サイトへは
URL入力または
バーコードで
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海水浴情報海水浴情報

第18回人形劇フェスティバル日程表第18回人形劇フェスティバル日程表
 

8/  9（水） 

 

8/10（木） 

 

8/11（金） 

 

8/12（土） 

 

8/14（月） 

 

8/16（水） 

 

8/17（木） 

 

8/19（土） 

 

カールソン 

 

牛方と山姥他 

 

さかいり姉妹のドレミファコンサート 

 

星の王子様 

 

長靴をはいた猫 

 

こぶとりじいさん、わらしべ長者 

 

てぶくろを買いに、ねずみのすもう 

 

文楽 

 

800 

 

800 

 

800 

 

800 

 

800 

 

800 

 

800 

 

1,500

 

テアトルシテブルガリア国 

 

たかつ人形座 

 

坂入姉妹 

 

劇団かかし座 

 

オフィスやまいも 

 

劇団貝の火 

 

劇団貝の火 

 

桐竹勘十郎　ほか 

海 水 浴 場 名
 

 

 

岩 井 海 水 浴 場 

 
 

豊 岡 海 水 浴 場 

 

原 岡 海 水 浴 場 

 

多田良北浜海水浴場 

 
 

根 本 海 水 浴 場 

 
 

名 倉 海 水 浴 場 

 

塩 浦 海 水 浴 場 

 

南千倉海水浴場 

 
 

瀬戸浜海水浴場 
 

 

和田浦海水浴場 
 

 

花 園 海 水 浴 場 

開設期間 
 

 

7/17～8/22 

 
 

7/15～8/16 

 

7/15～8/16 

 

7/15～8/16 

 
 

7/22～8/25 

 
 

7/22～8/25 

 

7/22～8/25 

 

7/15～8/20 

 
 

7/15～8/20 

 
 

7/22～8/22 

 
 

7/22～8/22

海の家 

(軒) 

 

5 

 
 

2 

 

2 

 

2 
 

 

0 
 

 

3 

 

3 
 
 

8 

 
 

1 
 

 

1 
 

 

1 

 

トイレ 

(ヶ所) 

 

13 

 
 

3 

 

3 

 

3 

 
 

3 

 
 

2 

 

1 

 

3 
 

 

1 

 
 

1 

 
 

1 

 

汀長 

(m) 

 

2,000 

 
 

380 

 

650 

 

550 

 
 

700 

 
 

300 

 

400 

 

400 
 

 

200 

 
 

200 

 
 

250 

 

無料駐車場 
 

 

普通車300台 

 
 

普通車50台 

 

普通車100台 
 
 

普通車100台 

 

大型3台 

普通車200台 
 

大型2台 

普通車50台 

大型2台 

普通車50台 

 

普通車300台 

 

普通車80台 

 
 

普通車50台 

 
 

普通車50台 

 

特　　　　　徴
 

 

遠浅で静かな海水浴場です。臨海学校生や合宿の場として多くの
人が利用できます。小さなお子さんでも安心して遊べる海水浴場
です。地引網や花火大会など多くのイベントが開催されます。 

波静かな入江にあるので、子供にも優しく家族連れに適した海水浴場です。
砂浜と岩場で、磯遊びの両方が楽しめます。 

波が静かで遠浅の砂浜がきれいな三拍子そろった海水浴場と評判です。
いろいろなイベントが行われます。キャンプ場と隣接しています。 

入江になっているため波が穏やかで、子どもたちも安心して、遊べる海水
浴場です。 

適度に波の立つこの海岸は、海水浴場区域外ではサーフィンを楽しむ多く
の若者も見受けられます。 

環境省の「快水浴場百選」に認定された優良ビーチです。透明度の高い水
質で、貝殻混じりの白い砂浜と青い松の海岸線が美しい海水浴場です。 

大房岬のふもとに位置しています。内房のため波が静かな白砂の家族連
れに適した海水浴場です。また、キャンプもできます。 

伊豆七島を、一望できるスケールの大きな海水浴場です。フラワーライン
に沿って、白砂の広がる海水浴場です。根本マリンキャンプ場が併設され
ており、デイキャンプ、バーベキューも楽しめます。 

入江になっているため波が静かで、子どもたちや家族連れに適した海水浴
場です。磯遊びもできます。周辺では、サイクリングも楽しめます。 
 

磯遊びのできる岩場を併せ持ち、貝殻採取やカニ獲りなども楽しめるファ
ミリーユースの海岸です。第二海水浴場は波が高くボディボードなどが楽
しめます。 

人ごみを避けてプライベートビーチ感覚で静かに過ごしたい人におすすめ
のビーチです。水質がとても良好で、ウミガメも産卵にくるほど美しい海
岸です。海岸には、無料で楽しめるビーチバレーコートを設置しています。 

公演日 演　　　目 公演団体 

14:00～15:00 

19:00～20:00 
 

14:00～15:00 

 

14:00～15:00 

 

14:00～15:00 
 

14:00～15:00 

19:00～20:00 

14:00～15:00 

19:00～20:00 

 

 

14:00～15:00 

19:00～20:00 

時　　　間 当日券（円） 

 

600 

 

600 

 

600 

 

600 

 

600 

 

600 

 

600 

 

1,300 

前売券（円） 

★期　間　8月9日（水）～8月19日（土）　★場　所　とみうら元気倶楽部　　 
★問い合わせ先・チケット前売所　とみうら枇杷倶楽部　TEL 0470－33－4611

14:00～15:00
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●民間法人に放置駐車違反の確認事務を委託します
ドライバーがすぐに運転することができない状態に
ある「放置駐車」の取り締まりの一部が、民間法人に
委託されます。警察官に加え、民間の「駐車監視員」
が、放置駐車の確認と「放置車両確認標章（駐車ステ
ッカー）」の取り付けを行います。
※放置駐車違反とは、運転者が車両を離れ直ちに運転
することができない状態にある違法駐車のことを言
います。

●放置駐車違反車の使用者に「放置違反金」が課されます
放置駐車の取り締まりを受けた車のドライバーが出
頭しない場合や、ドライバーが反則金を納付しない場
合は、その車の使用者に「放置違反金」の納付が命ぜ
られます。
●「放置違反金」を納付しないと車検が受けられなくな
ります
①「放置違反金」を滞納して督促を受けた場合、財産
の差し押えによる強制徴収を受けることもありま
す。
②また、「放置違反金」の納付命令を繰り返し受けた
使用者は、一定期間、車両の使用が制限されます。

問い合わせ　県警察本部交通指導課
TEL 043-227-9131

6月から違法駐車の取り締まり制度が変わります
（県警察本部交通指導課）

◆
応
募
規
定

内
　
容

明
る
い
選
挙
の
推
進
を
表
す
も
の

応
募
資
格

自
由
（
１
人
１
点
）

締
切
日

９
月
８
日
（
金
）

提
出
先

南
房
総
市
選
挙
管
理
委
員
会

画
　
材

描
画
材
料
は
自
由

大
き
さ

45
袍
×
30
袍
の
も
の
か
ら

55
袍
×
40
袍
の
も
の
ま
で

注
　
意
蘆
作
品
の
右
下
に
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
入
す

る
こ
と
。

蘆
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

蘆
入
賞
作
品
は
、
氏
名
な
ど
を
公

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
　
表

11
月

◆
応
募
規
定

内
　
容

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
や
棄
権

防
止
の
呼
び
か
け
を
表
す
も
の

応
募
資
格

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
・
一
般
（
１
人
２
点
以
内
）

締
切
日

９
月
８
日(

金)

提
出
先

南
房
総
市
選
挙
管
理
委
員
会

字
　
数

20
字
以
内

注
　
意
蘆
作
品
の
左
横
に
、
児
童
・
生
徒
に

あ
っ
て
は
、
市
町
村
名
・
学
校

名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
、
一
般
は
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
を
記
入
す
る
こ

と
。

蘆
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

蘆
入
賞
作
品
は
、
氏
名
な
ど
を
公

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
　
表

11
月

主
　
催

千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会

千
葉
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

TEL

０
４
３
│
２
２
３
│
２
１
４
２

平
成
18
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

平
成
18
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

標
語
作
品
募
集

「国民健康保険庁」の名前を使い、
「督促状　国民健康保健負担割合変更のおしらせ」とす
る不審はがきが送付される事例が報告されています。
そのような国の機関は存在しませんので、電話連絡

などをしないようご注意ください。
問い合わせ 市民課　TEL ３３－１０５１

「国民健康保険庁」を
名乗る不審はがきに注意！

きれいな海水浴場は、気持ちのよいものです。お客さん
の喜ぶ顔が見たい、そんなやる気のある『清掃員・連絡員』
を募集します。

〇募集人員 若干名
〇応募資格 16歳から70歳未満（原則）で、市内在住の

健康な人
※ただし、高校生については学校の許可が必
要です。
・勤務意欲と協調性のある人
・期間中、責任を持って勤務できる人

○勤務地 富浦地区管内　海水浴場
（南無谷北・南無谷南・豊岡・原岡・多田良北
浜・多田良西浜）

〇勤務日程 7月15日（土）から8月16日（水）までの33
日間

〇勤務時間 午前8時30分から午後5時15分まで
〇日　　給 6,300円　※制服（上着）を支給します。
〇申込方法 商工観光課まで履歴書送付の上、お申し込み

ください。
〒299－2492南房総市富浦町青木28番地
商工観光課「海岸清掃連絡員募集」係
TEL 0470－33－1091

〇申込期日 6月30日（金）必着

海岸清掃連絡員募集



〇
４
分
の
１
納
付
　
　
　
３
４
７
０
円

〇
２
分
の
１
納
付
　
　
　
６
９
３
０
円

〇
４
分
の
３
納
付
　
　
１
万
４
０
０
円

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
関
す

る
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１

木
更
津
社
会
保
険
事
務
所

TEL

０
４
３
８
―
２
３
―
７
６
１
５

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

TEL

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

近
年
、
全
国
的
に
来
日
外
国
人
に
よ
る

犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
不
法

滞
在
者
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
犯
罪

は
後
を
絶
た
な
い
ほ
か
、
組
織
化
、
広
域

化
が
顕
著
と
な
り
そ
の
手
口
も
一
般
民
家

な
ど
を
狙
っ
た
緊
縛
強
盗
事
件
、
ピ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
を
使
用
し
た
空
き
巣
事
件
な

ど
、
市
民
の
平
穏
な
生
活
を
脅
か
す
悪
質

で
巧
妙
な
も
の
に
な
る
な
ど
、
凶
悪
、
粗

暴
を
極
め
、
一
種
の
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
密
航
者
や
観
光
目
的
で
入
国
し
、

不
法
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
は
、
違
法

な
状
態
の
ま
ま
国
内
に
お
い
て
就
労
活
動

持
ち
物

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
５
０
０
裨
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
２
本

〇
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
９
月
か
ら
10
月
頃
ま
で
に
白
浜

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

富
浦
地
域
福
祉
課

TEL

33
―
１
０
４
４

「
多
段
階
の
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」

が
平
成
18
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
１
万
３
８
６

０
円
（
平
成
18
年
度
）
で
す
が
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、「
保
険
料
の
全
額
免
除
ま
た
は

一
部
納
付
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

に
は
、
ご
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

一
部
納
付
す
る
場
合
の
月
々
の
保
険
料

（
平
成
18
年
度
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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肥
満
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、

身
近
な
物
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
を
使

用
し
、
家
事
の
合
間
や
テ
レ
ビ
を
眺
め
な

が
ら
で
き
る
気
軽
な
体
操
を
紹
介
す
る
教

室
で
す
。
体
の
筋
肉
を
貯
め
る
「
貯
筋
」

運
動
を
中
心
に
、
筋
肉
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
の
予
防
、
転
倒
予

防
さ
ら
に
は
、
寝
た
き
り
予
防
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
心
配
な
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
３
回
で
１
コ
ー
ス
で
す
。

日
程
お
よ
び
内
容

〇
６
月
29
日
（
木
）

身
体
測
定
（
身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
な

ど
）、
貯
筋
体
操

〇
７
月
10
日
（
月
）

健
康
食
の
試
食
・
貯
筋
体
操

〇
７
月
31
日(

月)

身
体
測
定
（
身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
な

ど
）、
体
操
効
果
の
評
価

時
　
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

場
　
所

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

定
　
員

20
人

受
付
日

６
月
21
日
（
水
）
か
ら
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

貯
筋

ち
ょ
き
ん

教
室
参
加
者
募
集

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
が
変
わ
り
ま
す

「
外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法

就
労
の
防
止
に
ご
協
力
を
」
！

を
行
っ
て
い
ま
す
。

注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
の
よ
う
な
外
国

人
が
、
法
の
違
反
者
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
不
法
滞
在
者
な
ど
を
雇
用

し
た
雇
用
者
も
処
罰
の
対
象
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

※
不
法
就
労
助
長
罪
（
３
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

雇
用
主
の
皆
さ
ん
は
、
外
国
人
を
雇
用

す
る
場
合
、
必
ず
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、

外
国
人
登
録
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

在
留
資
格
や
在
留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

館
山
警
察
署
で
は
、「
来
日
外
国
人
犯

罪
対
策
や
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
の

た
め
の
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
法

入
国
や
不
法
就
労
を
あ
っ
せ
ん
す
る
ブ
ロ

ー
カ
ー
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
警
察
署
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
、
駐

在
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

館
山
警
察
署
　
TEL

23
―
０
１
１
０
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○ 歯を失う原因は、歯周病とむし歯

歯を失う原因の約90％は歯周病とむし歯です。
歯を失わないためには、歯周病とむし歯の予防が大
切です。

○ 放っておくとこわい歯周病とむし歯

歯周病やむし歯になると口の中に細菌が増えてき
ます。これをそのまま放っておくと、ついには細菌
が血管に入って全身に広がり、いろいろな病気を引
き起こします。また生活習慣病（心疾患や糖尿病な
ど）を悪化させることがあります。ほかにも、歯が
痛かったり、歯がないために、食べ物をよくかまず
に飲み込んでしまい、胃や腸にも負担がかかります。

○ 歯周病とは・・・

歯と歯ぐきの間に歯垢がたまると歯ぐきに炎症が起
きます。そのままにしておくと炎症はさらに進み、や
がては歯を支えている骨までも破壊し歯がぬけてしま
います。歯周病にかかりやすい生活習慣は、喫煙・ス
トレス・不摂生な生活・甘いものややわらかいものを
食べる食習慣です。

○ むし歯とは・・・

むし歯菌のつくる酸が歯を溶かし始める現象です。
むし歯になる原因は、歯の質が弱い・むし歯菌の数が
多い・間食が多い・甘いものをよく食べる・歯を磨か
ない・唾液の量がすくないことがあげられます。

お口のチェックしてますか？　
80歳で自分の歯を20本のこす「8020（八チマルニイマル）運動」をご存知で

すか。よくかんでおいしくものを食べるのに、必要な歯は20本。しかし現状では
40歳になるとだんだん歯が失われ、80歳では平均8本にまで減っています。まず
は自分の歯の寿命をのばし、いつまでも健康な生活をおくりましょう。

歯周病セルフチェック
□　歯ぐきの色･･･妙に赤かったり、
紫色がかっている

□　歯ぐきの硬さ･･･触ったときにプ
ヨプヨしていて締まっていない

□　歯ぐきからの出血
□　口の中がネバネバする
□　歯と歯のすき間が以前より開いている
□　口臭がある

○ 歯周病とむし歯を予防するポイント
１．よくかんで食べる　　
２．栄養バランスのとれた食事　　
３．間食は時間を決めよう
４．禁煙しよう！喫煙によって歯ぐきが血行不良となり
細菌に対する抵抗力が低下します。

５．規則正しい生活を心がける
６．正しい歯磨きをマスター！歯ブラシはペンをにぎる
ように持ち、軽い力で小さく細かく動かしましょう。

７．かかりつけ歯科医をみつけよう　　
８．定期検診をうけよう

むし歯セルフチェック
□　歯の表面に白いしみのようなものが
あったり、溝の部分が茶色く着色し
ている

□　冷たいもの・熱いものがしみる
□　ものをかむとズキズキ痛む
＊セルフチェックでひとつでも当てはま
るものがあったら要注意。かかりつけ
歯科医に相談しましょう。

お口の中を
見てみましょう

■ 小児救急電話相談
休日の夜間に、急に子どもの具合が悪くなり、どうしてよいのか判断に迷ったときに「小児救急電話相談」を

利用ください。担当の看護師が相談に応じます。必要な場合には小児科医に電話を転送します。

○ 相 談 日 時 土・日曜日、祝日、振替休日、12月29日から1月3日　午後7時から午後10時まで

○ 相談専用電話 ＃8000（ダイヤル回線・携帯電話からは　TEL 043－242－9939）

○ 問い合わせ 千葉県医療整備課　TEL 043－223－3883
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和田浦海水浴場

観光PRも兼ねる相川駅長

市内建設業者へあいさつする石井市長

を
し
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
石
井
裕
市

長
は
、「
南
房
総
市
は
７
町
村
合
併
に
よ

り
、
県
内
で
５
番
目
に
広
い
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。
ひ
と
た
び
災
害
が
起
こ
る
と
、

各
所
で
災
害
が
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
建
設
業
者

の
皆
様
が
南
房
総
市
防
災
協
力
会
を
自
発

的
に
発
足
さ
れ
た
こ
と
」
へ
の
お
礼
と
、

「
南
房
総
市
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

次
に
、
同
協
力
会
の
会
長
に
は
田
中
和

則
氏
（
田
中
建
設
）、
副
会
長
に
野
中
孝

純
氏
（
野
中
土
建
）
と
三
平
久
雄
氏
（
三

平
産
業
）、
顧
問
に
渡
辺
光
義
氏
（
大
兼

工
務
店
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
力
会
と
南
房
総
市
は
地
震
・
風
水

害
・
そ
の
他
の
災
害
応
急
対
策
に
関
す
る

業
務
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

主
な
協
定
内
容
は
、
防
災
訓
練
や
緊
急

時
の
出
動
、
資
料
や
情
報
に
よ
る
防
災
知

識
の
啓
発
な
ど
で
す
。

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
と
自
治
体
、
地
元

関
係
者
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
効
果
的
に
旅

客
需
要
を
高
め
、
千
葉
県
の
観
光
振
興
を

行
い
ま
す
。

千
葉
県
は
、
観
光
立
県
ち
ば
を
宣
言
し
、

５
月
25
日
（
木
）
酒
井
安
司
さ
ん
（
富

浦
町
多
田
良
）
か
ら
「
叔
母
が
生
前
、
独

居
老
人
世
帯
で
、
旧
富
浦
町
で
お
世
話
に

な
り
、
高
齢
者
福
祉
に
役
立
て
欲
し
い
」

と
善
意
の
寄
付
（
現
金
１
０
０
万
円
）
が

あ
り
ま
し
た
。

環
境
省
は
、
水
質
や
環
境
保
護
活
動
に

優
れ
た
全
国
１
０
０
カ
所
の
水
浴
場
を
選

び
、「
快
水
浴
場
百
選
」
を
発
表
し
ま
し

た
。今

回
は
、
自
然
観
察
の
取
り
組
み
や
公

共
交
通
を
含
め
た
、
行
き
や
す
さ
も
重
視

し
た
選
定
で
あ
り
、
和
田
浦
海
水
浴
場
は
、

平
成
10
年
に
選
出
さ
れ
た
日
本
の
水
浴
場

55
選
か
ら
日
本
の
水
浴
場
88
選
に
引
き
続

い
て
の
選
出
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
24
日
（
水
）
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
「
快
水
浴
場
百
選
」
の
認
定
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
２
月
か
ら
４
月
に
県
内
を
ベ
イ

エ
リ
ア
・
東
葛
飾
、
北
総
、
九
十
九
里
、

南
房
総
地
域
の
４

地
域
に
分
け
て
、

体
験
型
を
中
心
と

し
た
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

５
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
末
ま

で
、
Ｊ
Ｒ
内
房
線
　
和
田
浦
駅
に
相
川
好

夫
観
光
駅
長
が
和
田
浦
駅
を
中
心
と
し
た

南
房
総
エ
リ
ア
の
観
光
宣
伝
や
観
光
案
内

を
行
い
ま
す
。
県
下
初
の
観
光
駅
長
と
し

て
観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

快
水
浴
場
百
選

「
和
田
浦
海
水
浴
場
」

南
房
総
市
防
災
協
力
会
発
足

国
内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
ち
ば
Ｄ
Ｃ
」

Ｄ
Ｃ
に
向
け
て
観
光
駅
長
設
置

高
齢
者
福
祉
に
善
意
の
寄
付

花と海
心やすらぐ千葉の旅

ちば観光ロゴマーク

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）
は
、（
目
的
地
・
行
き
先
）
と
（
宣

伝
戦
）
の
合
成
語
で
す
。

市
内
建
設
業
者
36
社
で
組
織
す
る
南
房

総
市
防
災
協
力
会
の
発
会
式
が
５
月
19
日

（
金
）
館
山
建
設
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
起
人
代
表
の
田
中
建
設
譁
田
中
和
則

氏
が
「
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
緊
急
時
の

対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
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丸
の
石
堂
寺
の
仁
王
様
は
、
た
い
へ
ん
仲
の
よ

い
仁
王
様
で
す
か
ら
、
む
か
し
は
、
時
お
り
、
お

二ふ
た

方か
た

お
揃
い
で
、
夜
遊
び
に
出
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

地
元
に
伝
わ
る
話
で
す
が
、
あ
る
夜
、
仁
王
様

が
田
圃
た
ん
ぼ

を
歩
か
れ
て
い
ま
す
と
、
お
み
足
が
ひ
ど

く
痛
み
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
り
ま
す
と
、
股ま
た

の

あ
た
り
ま
で
真
っ
赤
に
血
が
滲に
じ

み
、
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
蛭ひ
る

が
吸
い
付
い
て
い
た
の
で
す
。

仁
王
様
は
、
た
い
そ
う
お
怒
り
に
な
っ
て
蛭
を

掻か

き
む
し
り
、

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
蛭
が
い
る
の
で
は
、

村
人
た
ち
も
、
き
っ
と
困
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

私
た
ち
で
退
治
し
て
し
ま
お
う
」
と
、
お
話
し
合

い
に
な
り
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
、
石
堂
寺
か
ら
見

え
る
限
り
の
田
圃
か
ら
、
蛭
を
一
匹
残
ら
ず
取
り

り
尽
し
、
み
な
殺
し
に
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
石
堂
の
村
人
た
ち
は
、
仁
王
様

の
お
蔭
で
、
蛭
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
無
く
な
っ

た
と
大
喜
び
し
ま
し
た
が
、
お
二
方
の
仁
王
様
は
、

蛭
に
吸
い
付
か
れ
た
痛
さ
に
、
す
っ
か
り
お
懲こ

り

な
さ
れ
た
の
か
、
二
度
と
仁
王

門
か
ら
出
な
い
と
お
決
め
に

な
り
、
大
好
き
だ
っ
た
夜
遊

び
を
お
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第２話～
文　生稲謹爾

仁
王
様
の
蛭ひ

る

退
治

ツチくじら　全長約10ｍ

小雨のなかでの清掃お疲れ様でした

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
解
体

後
、
そ
の
場
で
鯨
肉
の
販
売
も
行
わ
れ

ま
す
。

水
揚
げ
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

和
田
支
所
地
域
事
業
課

℡
　
47
―
３
１
１
２

都
市
住
民
と
農
村
の
交
流
を
目
的

に
、
和
田
地
区
を
紹
介
す
る
定
番
コ
ー

ス
「
わ
だ
学
」
が
５
月
13
日
（
土
）
か

ら
14
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
16
人
は
、
く
す
の
木
市
民
農

園
、
通
称
「
七
軒

し
ち
け
ん

家や

」
で
地
元
農
家
の

指
導
に
よ
り
田
植
え
体
験
と
タ
ケ
ノ
コ

掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
目
は
、

和
田
浦
は
、
全
国
に
４
カ
所
し
か
な

い
沿
岸
小
型
捕
鯨
基
地
が
あ
り
ま
す
。

南
房
総
の
捕
鯨
は
、
ツ
チ
鯨
を
対
象

に
江
戸
時
代
に
勝
山
浦
（
鋸
南
町
）
で

始
ま
り
、
そ
の
後
館
山
市
、
旧
千
倉
町
、

旧
白
浜
町
と
そ
の
拠
点
を
移
し
、
昭
和

20
年
代
後
半
に
和
田
浦
に
た
ど
り
つ
き

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ツ
チ
鯨
は
現
在
、
国
の
許
可
の
も
と

国
内
全
体
で
年
間
62
頭
捕
獲
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
26
頭
が
和
田
浦
で
水

揚
げ
さ
れ
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
６
月
20
日
か
ら
８
月
末
を
漁

期
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

鯨
の
解
体
は
、
和
田
漁
港
内
和
田
浦

鯨
体
処
理
場
で
行
わ
れ
、
誰
で
も
見
学

◇
ツ
チ
鯨
の
解
体
見
学

◇
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
　
　
　

わ
く
わ
く
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ

「
わ
だ
学
」
開
催

あいにくの雨模様でした

和
田
の
磯
で
館
山
水
産
事
務
所
の
水
産

業
普
及
指
導
員
と
磯
の
観
察
、
浜
料
理
、

く
じ
ら
汁
や
く
じ
ら
の
串
カ
ツ
づ
く
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
新
緑
の
里
山
で
自
然
と

ふ
れ
あ
う
楽
し
み
を
満
喫
で
き
た
こ
と

で
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

岐
阜
県
下
呂
市
立
金
山
中
学
校
58
人

が
修
学
旅
行
で
清
掃
・
奉
仕
精
神
を
養

お
う
と
５
月
18
日
（
木
）
岩
井
海
岸
の

清
掃
を
実
施
し
、
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご

み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
約
80
㎏
の
ゴ

ミ
を
収
集
し
ま
し
た
。

ま
た
、
干
物
づ
く
り
や
地
引
網
な
ど

海
で
し
か
で
き
な
い
体
験
も
し
ま
し
た
。

◇
修
学
旅
行
生
が
海
岸
清
掃
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■キラリと光る古き良き人の心
道の駅「三芳村」鄙の里は平成5年8月に道の駅に指定され、農産物の販売を基本に展開してきました。

その後、交流センターが平成12年2月に完成し、その中には「情報コーナー」、「農村レストラン」、「乳製品販売所」、

「手芸・工芸品販売所」などがあり三芳地域の人々が生み育てた商品と人情が残されています。

まほろばの里・三芳の6大魅力をお知らせします。

道の駅「三芳村」鄙（ひな）の里

①土のめぐみ館
地元の農家が直営している直

売所。朝採りした新鮮な野菜、

果物、花やおいしいお米、添加

物などを加えない加工品、その

ほか特産品を豊富に提供してい

ます。

⑤ウォーキングのあとに足湯を･･･
滝田城址周辺の散策や沢山不動滝

の散策、中堰（游遊の里）の散策、

増間七滝や大日山遊歩道ハイキング

などを楽しんだら疲れた足と体を自

然の景観を眺めながら、ゆったりと

足湯（無料）につかってください。

③カントリーマム
地元の主婦や起業家が設立し育て

たお店。地元の素材をふんだんに使

った手づくり・こだわりの料理です。

オープンキッチンでは毎週土・日に

その時期の旬な料理を中心とした体

験イベントを実施しています。

②ミルク工房
酪農のふる里として大切に育てた

乳牛から搾った良質な生乳を低温殺

菌方式にこだわったおいしい牛乳を、

心を込めて作っています。

「本ものの味」と絶賛をいただい

ています。

⑥大地へのめぐみ（無料液状肥料）
野菜や花壇の肥料として利用でき

るとともに消臭効果も期待できます。

家庭での排水口やペットの生活臭

のにおい取りにお試しください。

スタンド方式ですのでご自由にお

持ち帰りください。

自然の豊かな田園風景のなかのファームイン(農業収穫体験付き宿泊施設)で、のんびりと宿泊。

6月のあじさい祭りでは「自分のネーム付きあじさい植え」の申込みを受付けています。

「白い灯台、青い海。友だちいっぱい　うれしいな。なかよく
いっしょに遊ぼうよ……」と園歌の歌詞にあるように体を動かし
自分をいっぱいに表現している子どもたちです。
園舎には広いプレイルームやフワフワランド・おとぎの部屋・

絵本ランドがあります。子どもの感性はさまざまな体験を通して
磨かれるので多様な活動から知恵と心と体を育てるよう、自然や

多くの人にふれたり
体を動かす機会を設
定しています。

伸び伸びと、心やさしく、
元気よく!!

白浜幼稚園
（白浜地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

きれいなお花……たくさん摘
つ

もうよ！

周辺の地域を訪ねて季節を感じ、高齢者や小学校との交
流を定期的に実施しています。白浜音頭の歌や踊り、園歌
などを発表する機会にもなり、子どもたちは喜んで取り組
んでいます。
伸び伸びと、心やさしく、そして元気よく過ごしている

子どもたちがまぶしく見える、このごろです。

④イベント・
農業収穫体験

ブランコ……気持ちいいよ！ブランコ……気持ちいいよ！ 
 
お客さんどちらまで！ 

ブランコ……気持ちいいよ！ 

ブランコ……気持ちいいよ！ 
 
お客さんどちらまで！お客さんどちらまで！ お客さんどちらまで！ 


